2012年度FDカンファレンス概要
テーマ：「学生の学びを深める」

教育改革に対する社会からの要求は強くなる一方で，文部科学省や産業界からも，大学に対し絶え間なく要求が出されています。しかしこれらの要求はすべて，「学生はいかに学び，その学びの質をどのように確保し深めることができるか」という問いに集約されます。この研修では二日間にわたって，授業の組み立てかた，評価のしかた，学生の学びの構造，そして大学に何が求められているのか，などの異なった視点から，上の問いにアプローチして行きたいと思います。
全体プログラム
ALL-WS1：「授業の目標を設定する」（加藤善子）

二日間の研修を始めるにあたり，それぞれの目標を設定していきます。いくつかのワークをとおして互いを知り，信州大学の教員同士が興味関心を共有することも目的にしています。
ALL-L1：「大学の授業を知的体験の場とするために－理系・文系の壁を越えて」（小笠原正明）
大学の授業を「知識伝達」から「知的体験」の場へと変えるために，毎回，論点を設定して学生が参加できるものにすることを目指します。このような授業は，基礎知識と順序性が厳格に決められている理系の分野では無縁と考えられてきましたが，最近の情報技術と授業法の進歩によって，理系の基礎分野でも，また大型クラスでも，実現可能であることが分かってきました。この講演では，内外の実践例を紹介しながら，授業の組織化と教育成果の検証・測定の重要性を指摘し，合わせて教育の質保証との関係を議論していきたいと思います。
ALL-WS2：まとめとアンケート（加藤善子）
二日間の研修で，各先生方にとってどのような成果があったかをふりかえります。評価を行った後，解散です。
FD研修：(A)
A1-L/WS：学習理論（加藤善子）
「レポートはしっかり書くのにコミュニケーション能力が乏しい」「積極的にグループワークでも発言するのに，レポートを書くとどうして・・・」 という学生，いませんか。これは人間の認知傾向がこのようになっているからです。学生の思考や行動特性を類型化して考え，異なる能力を同時に伸ばす授業デザインを考えます。
A2-L/WS：科研費申請書の書き方（加藤鉱三）

①科研の申請書はプレゼンである。それも，②勝たなければならないプレゼンである。しかも，プレゼンされる側（つまり審査員）としては，③できれば聞きたくない・読みたくないプレゼンである。この３点を申請書作成方法の基本に置いた場合，どういう申請書の書き方になるのかについて，皆さんと一緒に考えていきたいと思います。今年のテーマは「学生の学びを深める」です。レポート課題を出すのは学びを深めるのに有益ですが，このセッションでは，レポートの書き方（書かせ方）も意識していきたいと思います。[2011年度とほぼ同内容です]
A3-L/WS：文部科学省が求める教育改善の意味（加藤鉱三）

　文部科学省からは，今年2012年は特に矢継ぎ早にさまざまな提言が大学に対して発せられています。その内容は，多くはこのカンファレンスのテーマである「学生の学びを深める」という観点から見ても有益な提言であると思われますが，その提言を受け取る側である大学にとっては（縮小再編の対象でないとしても）有益であるとは受け取られているとは思えません。このWSでは文部科学省の提言の意味を考え，またなぜ有難く受け取られていないのかを考えていきたいと思います。
新任教員FD研修：(B)

B1- WS：ICTを使った授業デザイン（矢部正之）
e-LearningをはじめとするICT（情報通信技術）による教育支援は，遠隔教育などによる教育機会の拡大から，教育の質保証の効率的な実現へとその適用範囲を拡げてきています。高等教育コンソーシアム信州では”eChes”，信州大学では”eALPS”を中核とする教育支援システムを運用しています。その利用の実例と今後発展が期待される新たな活用方法を示して，自らの授業にどのように役立てることができるか考えていただきます。

B2- WS：課題のデザインのしかた（加藤善子）
教員が求めることを学生に伝えた上で，学生の成果物を評価する方法に，ルーブリックがあります。このセッションでは，ルーブリックをつくる練習を通して，私たちが学生に要求している様々な要素を「みえる化」していきます。その上で，何が評価可能で何が評価不能なのか，また，教員が考える水準を学生に伝える方法を議論したいと思います。
B3-WS：アサーション・トレーニング（加藤善子）
教員の多くは学生の気持ちを理解しようと努め，対等に接しようと努力していますが，一部の学生は，それに甘んじて必要な指示に従わなかったり，時になれ合いに陥ったりします。相手の立場を否定することなく，あるいは高圧的になることなく，必要なことをきちんと伝え，相手に行動を促すための話し方を練習します。
担当者：

小笠原正明：筑波大学特任教授
矢部正之：信州大学高等教育研究センター

加藤鉱三：信州大学高等教育研究センター

加藤善子：信州大学高等教育研究センター
☆ 「カンファレンス」について：
「FD研修」と「新任教員FD研修」を同時進行の「カンファレンス」形式（分科会形式）で開催します。参加者はメニューを選択できますので，様々な教職員と交流をしながら，それぞれのプログラムの中から各自の興味や必要に応じて参加することができます。対象は信州大学の全教職員および県内高等教育機関の教職員です。各学部2～3人の方と他大学の方々にご参加いただくことで，異分野ならびにアプローチ・手法の異なる教育に関する交流を通して新たな視点を得ることができることでしょう。

· 新任教員FD研修について：

4月の新任教員研修のフォローアップ研修として実施します。対象は，信州大学に着任されたばかりの教員の方々だけではなく，着任3年以内の教職員の方々までと広くなっています。本学で教育にあたられる上で有用な情報等を得られる機会であり，同じ学部・他学部の先生方と交流を深め，互いに学び合う良い機会でもありますので，2012年4月の新任教職員研修対象者のみなさまは原則としてご参加下さい。






